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 私たちは、カトリック幟町

教会に通うだけで、世界

の、日本の、広島教区の

各地にある教会と共につ

ながっています。 

なんという信仰の恵み

でしょう。互いに愛し合い

なさいというキリストの教え

に忠実に従い、小さくされ

た人々と共に喜びを分か

ち合う、地の塩、世の光た

る信仰共同体となりましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信 仰 年 に 当 た る こ の

2013 年の初めに、皆さん

がより豊かな年を迎えられ

ますようにお祈りしながら、

「わたしどもの信仰を増し

てください」（ルカ１７,５）と

いう使徒たちの言葉を噛

みしめて新しい出発を祝

いましょう。 

教皇様の「信仰の門」

に書いてありますように、

「信仰は、神がわたしたち

のために行われる不思議

なわざをいつも新たに見

出すことを可能にしてくれ

る、生涯の伴侶です」。 

今年起こる様々な出来事

を信仰の目によって見抜

くことができるように使徒た

ちの祈りを自分の祈りとし

ましょう。 

 今年も神様の祝福が皆

さんの上に豊かにあります

ように。 

 私たちは信仰年を過ご

しています。色々な価値

観が錯綜している現代社

会で、キリストがいのちを

かけて教えてくださった神

の国の実現に向って、終

末的な信仰の証が求めら

れています。 

日本の殉教者に習って

信仰の喜びの証人として、

多難な中で神の国の実

現を共に探求し、確かな

方への希望を証しする共

同体になりましょう。 

すべてのバリアを越え

て老若男女手を取り合っ

て、キリストの福音を宣言

し、希望の証し人となれる

ようこの一年間の恵みを

願いたいと思います。
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 ご降誕と新年のお慶びを申

し上げます。 

今年は特に信仰年の内に

お迎えするご降誕と新年です。

お恵みが１０倍、１００倍～を感

じつつ、一日一日を大切に過

ごして参りましょう。 

昨年は不慣れな私達運営

委員会を見守り助けて頂きま

してありがとうございました。２０

代、３０代の運営委員の若い

力に励まされながら、喜びを

持って運営できたことに感謝し

ています。 

恵み万歳の信仰年に幟町

教会も、神父、シスター、教会

職員、信徒一同うち揃って大

いなる恵みに近づきたいと思

います。今年もどうぞよろしくお

願いします。 

 

あけましておめでとうござい

ます。 

昨年もたくさんの行事があり

ましたが、みなさまのおかげで

無事終えることができました。

幟町教会は信徒は多いとはい

え小教区でありながらカテドラ

ルを抱え教区を直接支える教

会です。それゆえ幟町教会は

楽しいこともたくさんありますが、

その分お手伝いなど苦労もた

くさんあります。「主とともに働く

われらは、主とともにその実り

を味わう」を思い起こし、ひとり

ひとりは小さな働きでもみんな

で協力すると大きな働きになり

ます。心を一つにして主ととも

に実りを味わいましょう。 

 

ヨセフ会は、教会信徒の半分

近くを占める、成人（壮年）男

性の組織です。昨年も皆様の

ご協力により、１年間を無事終

えることができました。平和行

事など大きな行事では、有志

（その時集まれる方）により、会

場準備のお手伝いをしました。

毎月、第３日曜のミサ後に行う

１０分間の掃除は、今年も続け

たいと思います。復活祭家族

デーと秋のバザーへの出店

（おでん）、８月のバーベキュ

ーでは、教会に少し寄付をす

ることができました。行事やお

手伝いの連絡、葬儀や運営

委員会の情報伝達には、メー

ルも使用しています。今年も、

皆様の参加、ご協力をお願い

します。 

 

新年あけましておめでとうご

ざいます。 世界中に笑顔が

満ちあふれる年になりますよう

にと心から願っています。昨年

は、多くの方に来ていただきや

すいように定例会を数回日曜

日に開催するなどマリア会も

少しずつ変化しています。マリ

ア様はどのような時もいつも静

かにほほえまれ、「お言葉どお

りにこの身になりますように」と

いう生き方を貫かれました。私

た ち も 聖 母 マ リ ア に な ら い

日々努力しつつ、み旨がどこ

にあるのか心に問いながら活

動していけますように。 

運営委員長 

YK 

幹事長 

TY 

ヨセフ会 

AT

マリア会 

NY 
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クリスマスと新年おめでとう

ございます。 「子どもは教会

の宝！」と、いつも日曜学校を

支えていただき有難うございま

す。お陰様で、昨年は『子ども

席』が誕生し小さな仲間も増

え、クリスマスには侍者服が足

りないと嬉しい悲鳴も。また神

父様シスター方に親子とも直

接ご指導いただく機会も得て、

青年リーダーはますます活動

の大きな柱となってくれていま

す。日曜日に教会に来るのが

難しい今の子ども達ですが、

ありのままの自分を受け入れ

てくれる教会共同体の中での

びのび育ち、自分の道を見つ

けていってほしいと思います。 

今年は、より開かれた日曜学

校を目指して、4 月からの新体

制も準備しています。どんどん

皆様に関わっていただけるよう、

今年も主の喜びのうちに宜しく

お願い致します。 

 

 

 

 

 新年明けましておめでとうご

ざいます。 

青年会では活動らしい活動は

していませんが、青年の皆さ

んが教会に来られた時に寂し

い気持ちにならないように「青

年の居場所」があるように日々

頑張っています。 

忙しい日々を送られている

とは思いますが、気が向いたと

きには教会に立ち寄ってみて

ください。今年1年よろしくお願

いします。 

日曜学校 

YM 

青年会 

KM

私が初めてこの聖堂を見て、とても大き

なところで、いろんな国からもらったステ

ンドグラスがとてもきれいだなと思いま

した。そしてこれは、ラサール神父が原子

爆弾の犠牲となった人々のために平和の

シンボルとして建てられたことが分かり

ました。 

世界平和記念聖堂は、国の重要文化財に

指定されたり、みんなに勇気をあたえる建

物になったり、こ 

の聖堂は、日本や 

世界の人にとって 

大切なところなん 

だなと思いました。 

青崎小学校６年 

 CT 

聖堂に平和学習のため見学に来た子どもたちの感想を順次紹介しています 

私が一番心の中に熱 

く残っていることは、 

案内の方が言ってくだ 

さった「みんなの心の 

中に平和の種がある」 

という言葉です。たし 

かに、世界を平和にしたいと思っているの

は、平和の種があるからかなと思いまし

た。私の心の中に平和の種があるから、将

来、私の子どもも平和の種を持つでしょ

う。だから私たちがヒロシマを語っていっ

て子どもの平和の種を成長させていきた

いと思います。私たちが平和を受け継いで

いきます。平和について教えていただき、

本当にありがとうございました。 

 青崎小学校 6 年 MＨ 
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野間神父様の思い出や想い

を次号で紹介します 

来月号で、12 月 8 日に帰天

された使徒ヨハネ・野間重信

神父様の思い出や神父様へ

の想いなどを紹介します。皆

様の原稿を 1 月 20 日までにお

寄せくださるよう、お願いしま

す。 

1 月からの行事予定 

 

1/13(日) ✝主の洗礼 

   高齢者の集い 

  結婚セミナー説明会 

1/18(金) 愛宮ラサール座禅

会（19:00 地下聖堂） 

1/20(日) ✝年間第 2 主日 

   10 分間掃除 

   日曜学校授業 

1/24(木) 祈りの集い 

（18:30 地下聖堂） 

1/27(日)✝年間第 3 主日 

高齢者の集い 

学校授業 

2/3(日) ✝年間第 4 主日 

   教会掃除 

日曜学校授業 

2/8(金) みことばの分かち

合い 

2/10(日) ✝年間第 5 主日 

   ぶどうの会全体会 

   高齢者の集い 

2/11(月) 広島キリシタン殉

教祈念祭 

2/13(水) ✝ 灰 の 水 曜 日

（7:00、10:00、18:00） 

2/17(日) ✝四旬節第 1 主日 

   10 分間掃除 

   日曜学校授業 

2/22(金) 愛宮ラサール座禅

会（19:00 地下聖堂） 

2/24(日) ✝四旬節第 2 主日 

   「平和アピール 1981」

記念行事 

2/25(月) 福者ヨハネ・パウ

ロ 二 世 来 広 記 念 ミ サ

（11:00） 

2/28(木) 祈りの集い（18:30

地下聖堂） 

編集後記 
毎年、今年の抱負は何

にしようかと考えますが、いつ
も新しいことは思いつきませ
ん。それは自分が未熟なせい
か。それともマンネリに陥って
いるのか。でも、大切なことは、
同じ目標であっても気持ちを
新たに取り組むこと。目新しい
ことばかりでなく、日々の生活
そのものを目標にしてもいい
のではないでしょうか。今年も
よろしくお願いします。（ひ） 


